




1.施工面に穴をあけて、電源線を引き出す。
2.取付寸法図を参照し、施工面に木ねじキャップ(B)を
  入れる、木ねじ取付穴をあける。
3.木ねじキャップ(B)を、木ねじ取付穴に埋め込む。
  (木ねじキャップ(B)は埋め込まなくても、次工程の
   木ねじ(A)は取り付けられます。
   必要に応じて使用・選択してください。)
4.別紙「端子台接続方法」を参照し、電源線を端子台に
  接続する。
5.木ねじ(A)で、本体を施工面に取り付ける。

【取付寸法図】

180 (GBK021の場合)

325 (GBK020の場合)



端子台接続方法 ver.1-1

①マイナスドライバーをスキマに挿してフタを開く。
②ビス2本を左に回して取り外し、コード止めを開く。

③カバー内の白い端子台を取り出す。

④電源線φ1.6orφ2.0の、白の方を黒より7㎜程短くカットし、端部を5㎜ストリップして心線を剥き出す。
⑤端子台に差し込む。黒の電源線は写真の様に少し曲げクセを付けておく。
⑥マイナスドライバーで、ビス2本を右に回して電源線を締め込む。

⑦カバーに端子台をセットする。
⑧黒の電源線を白の上に縦に重ねる。(横に並べると次工程のフタが上手く閉まりません)
⑨フタを閉める。
⑩黒の電源線を白の横に位置させる。(縦に重ねたままだと、次工程のコード止めができません)
⑪コード止めをビス2本を左に回して締め込む。
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